
博士（情報科学）藤野雄一

学 位 論 文 題 名

ビジュアルコミュニケーション技術の高度化と

医療・福祉サービスヘの応用に関する研究

学位論文内容の要旨

近年，我が国においてプロードバンドネットワークの発展およびその加入者線としてFITHへの加

入が急増している．平成18年9月末の携帯電話を除くプロード′ヾンド加入状況は合計2500万で．

そのうちFTTHは700万強である．また，そのビット単位当たりのプロードバンド料金は世界で一

番低額となっている．その有効利用法としてビジュアルコミュニケーション（以下VC)応用が考え

られているが、環境が整ってきているにもかかわらず，企業向け用途としてのテレビ会議以外には、

その普及は予想したほど進展していをい，本研究の目的は，VCを普及させるために付加機能の高度

化，使いやすいシステムとしてデスクトップ会議システムの提案，またこれらの機器の応用例とし

て，VC機能が必須であると考えられる医療・福祉サーピスヘの適用を目指したものである，

  最初に，ユーザビリティを高めるためのテレビ電話の高度化基本技術について検討した結果を示

す．テレビ電話はカメラの設置位置の問題のため相手の視線が異をることによる違和感があること‐

またその使用用途から顔を中心とした撮像画像を用いるが，顔が動くことにより画角から外れ顔が

見えをく教ってしまう課題がある，そこで，画像処理によって左右斜め前に設置された2台のカメラ

から正面画像を再構成し，視線の合った臨場感のあるテレビ電話を実現する方式の提案，また，いつ

も画面の中心に頭部が表示できるように頭部領域を画像処理により追跡する方式の提案，さらにそ

のアルゴリズムの実現のため，らせん状ローカルラベリング処理による新規処理法の提案とCAM

を用いたLSI化を実施した．その結果，画像処理により視線の合った顔画像の再構成が可能教こと．

また，提案した追跡アルゴリズムの有効性，高速処理のための試作LSIを用いた評価装置により，頭

部領域の追跡が可能顔ことを確認した，顔お，顔画像の再構成法は，現在では，ワイヤフレームモデ

ルでのテクスチャマッピングをどの技術により，より高度を処理により実現可能と教っているが．こ

のよう極目的でのVC応用事例には教ってい教い．次に，VCのビジネス用システムについて検討し

た．個人のデスクトップコンピュータ上で双方向通信を実施する際のウィンドウ表示機能の拡張に

よるマルチメディアインタフェースについての提案と，当該機能を含む資料共有款どの協調作業環

境を実現させた会議システムとして，多地点間会議システムPMTCの研究を行った．教お、本システ

ムは商用化を全体とした研究開発を実施したが，最終的にはピジネス導入には至らをかった．しかし

社がら，本システムのコンセプトは，現在のインターネットを利用したデスクトップ会議システムに

継承されており，開発当時の技術環境でそのサービス性を具現化させたことは，ネットワークを利用

し た効 率 的 をパ ー ソナ ル 会議の可 能性を示 した点で 有効であ ったと考え ている．

  上述したように，付加機能による高度化技術とビジネス向け端末を研究開発してきたが,VCサー
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ピスの普及を進展させることはでき毅かった要因のーっとして，当時のネットワークがVCサービ

スに追いついてい誼かった点，VC機能の必要性と認知度の低さが挙げられる，当時はISDNが主流

で一般ユーザが扱えるのは128kbps程度であったため，広帯域を要求されるVCサービスは画像品

質的に無理があった．そこで筆者は，その普及を図るために技術の高度化から検討するだけではを

く．そのサーピス適用分野を絞って具現化し，画像の必要を分野から普及させることを考えた，具体

的には，医療分野でのフェイスツーフェイスでのコミュニケーションが必須と考えられる遠隔診断

や，独居高齢者へのコミュニケーションサービス適用を試み，実証実験を通してその効果の検証を

行った，

  最初に医療応用事例として，遠隔地からの医療画像読影を可能にする肺がん検診用読影支援シス

テムと遠隔内視鏡手術支援システムの提案について検討した．肺がん検診用データは個人のプライ

′ヾシーに関連するものであるため，そのセキュリティに関し共通鍵方式を組み合わせたデータ転送

法を提案した，また，読影の際の操作インタフェースは，MIDI機器を用いることによる簡易を操作系

を提案，実現し，その効果を確認した．本システムの一部の機能は肺がん検診システムの商用化版に

インプリメントされている．遠隔内視鏡手術支援システムに関しては，遠隔地からの手術支援を実現

させるための基本要素技術検証として位置づけており，画像符号化装置，同期再生型蓄積装置，リア

ルタイムでのネットワークストレージ型データデュプリケーション装置をどの開発により遠隔地か

らの手術支援が可能をことを示し、これらの機能が今後の遠隔医療の実現に資することに教りうる

ことを示した，

次に福祉応用サービスへの適用を検討した，脊椎損傷をどにより文字入カができをい障害者のコ

ミュニケーションツールとして頭部領域追跡技術を応用した障害者用文字入カシステムは，頭部を

動かすことにより，画面に表示されているソフトキーポード上のカーソルを移動させ，所望の文字や

漢字を得ることができるシステムである．これにより，脊椎損傷をどの患者がインターネットでの

メ ール 操 作 等が 可 能と を り ，コ ミュニケ ーションの 範囲を広 げること ができた ．

e―ライフアメニティサービスとウェルダリコミュニケーションシステムは，インターネットの常時

接続環境を活かして，相手のプレゼンス情報をやり取りすることにより安心感を得られるシステム

である．従来のテレビ会議，テレビ電話は回線交換機を介した通信であり，そのコミュニケーション

の開始時にはそれぞれの相手を強制的に呼びだし，映像を送りつけ，また相手の映像を受信する仕様

であるが、インターネット環境では，プライバシーを保たれる状況であれば相手の状況を通信の前に

把握することができるため，新しいコミュニケーション形態へ発展させることができる，ウェルダリ

コミュニケーションシステムは常時接続の特長を活かした，事前に相手の状況を把握するプレゼン

ス技術を応用した例であり，実証実験の結果からも評価が高く，2007年春からの商用サービスを実

現させた．

  このようにVCサービスは，少子・高齢化社会を迎える日本において，医療業務の効率化，高度医

療技術の平準化，ひいては医療費の削減に貢献するもの，さらには高齢化社会へのICT技術の貢献

も期待できるものである，
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ビジュアルコミュニケーション技術の高度化と

医療・福祉サービスヘの応用に関する研究

ピジュアルコミュニケーション技術の高度化と医療・福祉サーピスヘの応用に関する研究

近年．我が国においてブロード′ヾンドネットワークの発展およびその加入者線としてFrTHへの加

入が急増している，平成18年9月末の携帯電話を除くプロード′ヾンド加入状況は合計2500万で，

そのうちFrTHは700万強である．また，そのピット単位当たりのブロードバンド料金は世界で一

番低額とをっている，その有効利用法としてピジュアルコミュニケーション（以下VC)応用が考え

られているが、環境が整ってきているにもかかわらず，企業向け用途としてのテレビ会議以外には，

その普及は予想したほど進展していをい．本研究の目的は，VCを普及させるために付加機能の高度

化，使いやすいシステムとしてデスクトップ会議システムの提案，またこれらの機器の応用例とし

て，VC機能が必須であると考えられる医療・福祉サーピスヘの適用を目指したものである．

  最初に，ユーザビリティを高めるためのテレビ電話の高度化基本技術について検討した結果を示

す．テレビ電話はカメラの設置位置の問題のため相手の視線が異をることによる違和感があること．

またその使用用途から顔を中心とした撮像画像を用いるが，顔が動くことにより画角から外れ顔が

見え毅くをってしまう課題がある．そこで，画像処理によって左右斜め前に設置された2台のカメラ

から正面画像を再構成し，視線の合った臨場感のあるテレピ電話を実現する方式の提案，また，いつ

も画面の中心に頭部が表示できるように頭部領域を画像処理により追跡する方式の提案，さらにそ

のアルゴリズムの実現のため，らせん状ローカルラベリング処理による新規処理法の提案とCAM

を用いたLSI化を実施した．その結果，画像処理により視線の合った顔画像の再構成が可能をこと．

また，提案した追跡アルゴリズムの有効性，高速処理のための試作LSIを用いた評価装置により，頭

部領域の追跡が可能をことを確認した．なお，顔画像の再構成法は，現在では，ワイヤフレームモデ

ルでのテクスチャマッピングをどの技術により，より高度を処理により実現可能とをっているが．こ

のようを目的でのVC応用事例にはをってい顔い，次に，VCのビジネス用システムについて検討し

た，個人のデスクトップコンピュータ上で双方向通信を実施する際のウィンドウ表示機能の拡張に

よるマルチメディアインタフェースについての提案と，当該機能を含む資料共有をどの協調作業環
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境を実現させた会議システムとして，多地点間会議システムPMTCの研究を行った．をお，本システ

ムは商用化を全体とした研究開発を実施したが，最終的にはピジネス導入には至らをかった，しかし

をがら，本システムのコンセプトは，現在のインターネットを利用したデスクトップ会議システムに

継承されており，開発当時の技術環境でそのサービス性を具現化させたことは，ネットワークを利用

した 効 率的 を パ ーソ ナ ル会議 の可能性 を示した 点で有効 であった と考えてい る．

  上述したように，付加機能による高度化技術とビジネス向け端末を研究開発してきたが,VCサー

ビスの普及を進展させることはできなかった要因のーつとして，当時のネットワークがVCサーピ

スに追いついていをかった点，VC機能の必要性と認知度の低さが挙げられる．当時はISDNが主流

で一般ユーザが扱えるのは128kbps程度であったため，広帯域を要求されるVCサーピスは画像品

質的に無理があった．そこで筆者は，その普及を図るために技術の高度化から検討するだけではを

く，そのサーピス適用分野を絞って具現化し，画像の必要を分野から普及させることを考えた．具体

的には，医療分野でのフェイスツーフェイスでのコミュニケーションが必須と考えられる遠隔診断

や，独居高齢者へのコミュニケーションサービス適用を試み，実証実験を通してその効果の検証を

行った，

  最初に医療応用事例として，遠隔地からの医療画像読影を可能にする肺がん検診用読影支援シス

テムと遠隔内視鏡手術支援システムの提案について検討した．肺がん検診用データは個人のプライ

バシーに関連するものであるため，そのセキュリティに関し共通鍵方式と公開鍵方式を組み合わせ

たデータ転送法を提案した，また，読影の際の操作インタフェースは，MIDI機器を用いることによる

簡易を操作系を提案，実現し，その効果を確認した，本システムの一部の機能は肺がん検診システム

の商用化版にインプリメントされている．遠隔内視鏡手術支援システムに関しては，遠隔地からの手

術支援を実現させるための基本要素技術検証として位置づけており，画像符号化装置，同期再生型蓄

積装置，リアルタイムでのネットワークストレージ型データデュプリケーション装置をどの開発に

より遠隔地からの手術支援が可能をことを示し、これらの機能が今後の遠隔医療の実現に資するこ

とにをりうることを示した．

次に福祉応用サービスヘの適用を検討した．脊椎損傷をどにより文字入カができをい障害者のコ

ミュニケーションツールとして頭部領域追跡技術を応用した障害者用文字入カシステムは，頭部を

動かすことにより，画面に表示されているソフトキーポード上のカーソルを移動させ，所望の文字や

漢字を得ることができるシステムである．これにより，脊椎損傷をどの患者がインターネットでの

メー ル 操作 等 が 可能 と をり， コミュニ ケーショ ンの範囲 を広げる ことができ た．

e－ライフアメニティサーピスとウェルダリコミュニケーションシステムは，インターネットの常時

接続環境を活かして，相手のプレゼンス情報をやり取りすることにより安心感を得られるシステム

である．従来のテレビ会議，テレピ電話は回線交換機を介した通信であり，そのコミュニケーション

の開始時にはそれぞれの相手を強制的に呼びだし，映像を送りつけ，また相手の映像を受信する仕様

であるが，インターネット環境では，プライバシーを保たれる状況であれば相手の状況を通信の前に

把握することができるため，新しいコミュニケーション形態へ発展させることができる．ウェルダリ

コミュニケーションシステムは常時接続の特長を活かした，事前に相手の状況を把握するプレゼン

ス技術を応用した例であり，実証実験の結果からも評価が高く，2007年春からの商用サービスを実

現させた．

  このようにVCサーピスは，少子・高齢化社会を迎える日本において，医療業務の効率化，高度医
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療技術の平準化，ひいては医療費の削減に貢献するもの，さらには高齢化社会へのICT技術の貢献

も期待できるものである．

  これを要するに、著者はビジュアルコミュニケーションの普及を図るため、画像処理技術による

高度化、特に頭部領域の認識、合成、追跡をど高度化に向けた手法に関して新たを知見を得たもの

である。また、その適用領域を絞り、医療・福祉分野への適用に関してその可能性を示したもので

ある。よって著者は北海道大学博士（情報科学）の学位を授与される資格あるものと認める。
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